
 

まだまだ残暑が続きますが、幾分過ごしやすい日が増えてきました。元気いっぱい夏を過ごした子どもたち。 

夏の疲れが出やすくなる時期なので、ゆっくりお風呂に入り、たっぷり睡眠をとるなどして、体調を崩さないよ

うに気をつけましょう。 

 

 

※乳幼児の窒息に注意しましょう！特に 0～3歳は注意が必要です。 

 

 

 窒息で亡くなった人を年齢別に見ると、０～３

歳の子どもが85％を占めています。特に食事中、

睡眠中、遊んでいるときの窒息が多いです。注意

する点を知っておきましょう。 

9月のほけんだより 
令和 5年 8月 31日発行 

うずも保育園 

看護師 木之内美穂 

9 月 1 日は防災の日 

非常用品は備えていますか？ 

もしものとき、すぐに取り出せるよう、

決まった場所に用意しておきましょう。

また、定期的に中身のチェックをし、水

や食料品など、期限切れの物が入ってい

ることのないようにしましょう。 

生活リズムの見直し 

夏休みの間に眠る時間が遅くなったり、食事の

時間が不規則になったりしていませんでした

か？ 

かぜを引かない強い体をつくるために生活リ

ズムを見直しましょう。 

・早起きをし余裕をもって、朝ご飯、歯みがき、

トイレを済ませる（朝食は必ず食べましょう） 

・シャワーだけじゃなく、ゆっくりとお風呂に

入る 

・早寝を心がけ睡眠をしっかりとる 

・顔色や食欲など、普段から健康観察を細かく

行う 


